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研究成果の概要（和文）：医療機関に勤務する認知症看護認定看護師や老人看護専門看護師を主な対象として、
質問紙調査とインタビュー調査を実施した。これらの調査から院内デイケア運用上の課題や院内デイケア担当者
による病棟看護師との協働内容、多職種を巻き込む働きかけ内容を抽出した。また、院内デイケア担当ではない
病棟看護師の患者への関わり方や患者に対する理解が深まる等変化が明らかになった。これらの調査結果を基盤
に、介入研究を実施中であり、介入前後での病棟看護師の実践の変化から病棟への波及効果の有無を検証予定で
ある。

研究成果の概要（英文）：A questionnaire survey and an interview survey were conducted mainly among 
certified dementia nurses and geriatric nurse specialists working at medical institutions. From 
these surveys, we extracted operational issues in in-hospital day care, the contents of 
collaboration with ward nurses by in-hospital day care staff, and the contents of efforts to involve
 multiple professions. In addition, changes in the way in which ward nurses who are not in charge of
 in-hospital day care relate to patients and their understanding of patients have deepened were also
 identified. Based on these survey results, an intervention study is currently underway to examine 
whether or not there is a ripple effect on the hospital wards based on the changes in the ward 
nurses' practices before and after the intervention.

研究分野： 老年看護
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
院内デイケアは、入院・治療という脅威となりうる環境下にある高齢患者・認知症患者の回復および安楽を促進
すべく、各医療機関が主体的に提供しているケアである。院内デイケアの導入・運営上の課題とコツを提示でき
たことは、院内デイケアの普及に寄与できるものと考える。また、院内デイケアの患者における成果は、少数な
がら報告があった。これに加えて、病棟看護師のケアの変化を記述的ではあるものの明らかにできたことは、院
内デイケアが、医療機関における認知症ケア・高齢者ケアの質向上につながる可能性があることを示唆している
と考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
急性期治療を受ける認知症高齢者は認知症による心理行動症状（BPSD）を引き起こしやすく、

入院期間の延長につながりかねない。それに対し、認知症患者のサーカディアンリズムを整え、
回復を促進する取り組みのひとつが、いわゆる院内デイケアである。院内デイケア取り組み事例
の報告が増加している。しかし、院内デイケアの系統的なケア提供システムは構築の途上にあり、
認知症患者のコンフォート実現に向けたケアと院内デイケアを融合し系統的な院内デイケア提
供システムを構築し、長期的な効果を含めた有用性を検証する必要がある。 
 
２．研究の目的 
（１）日本の医療機関で提供されている院内デイケアの対象患者、実施方法の実態と院内デイケ
アを継続的・効果的に提供するための実践知を明らかにし、系統的な院内デイケアプログラム構
築に向けて示唆を得ることを目的とする。 
（２）院内デイケア提供システムを導入することによる病棟ケアスタッフへの波及効果として、
認知症ケア実践の変化を明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）説明的順次的デザインの混合研究法を用いた。下記の①②によりデータ収集した。 
①老人看護専門看護師（GCNS）・認知症看護認定看護師（DCN）所属医療機関約 1100 施設を対象
とした WEB 調査。②院内デイケアのグッドプラクティスとして紹介のあった病院の担当者を対
象にした半構造的面接。 
（２）前後比較デザインの介入研究を用いた。介入として、院内デイケア導入のために、研究協
力施設看護管理者とニーズ、患者特性、人的リソース、院内の環境等について共有しながら、院
内デイケア提供システムを検討し導入するまでのプロセスをともに取りくんだ。 
データ収集は、病棟看護職及びリハビリテーション部門職員を対象に、介入前調査を自記式質

問紙調査により実施した。介入後調査を 6か月後に実施する。 
 
４．研究成果 
（１）WEB 調査では、272 名からデータが得られた（回収率
24.7％）。施設内デイケアを実施していたのは 38 名（14％）、
Covid-19 パンデミック前までは実施していたのが 51 名
（18.8％）で約 3 割の病院で実施していた。現在あるいは過去
に実施していたとする回答は、500 床未満の病院に多い傾向が
あり、特に特定機能病院での非実施割合が高かった（図 1・2）。
実施しているあるいはCovid-19パンデミック前までは実施し
ていた 89 名のデータを分析した。院内デイケアの目的で最も
多かったのは「生活リズム調整」で次いで「離床促進・活性化」
「BPSD・せん妄予防・改善」であった。開催頻度は、週 1回が
最も多く（40％）、1 回の時間は中央値 60 分であった。実施し
ていた対象者の内 81 名（91.0％）が施設内デイケアは参加し
た患者に効果があると認識していた。しかしながら、評価方法
は担当者の主観的な判断によることが多く（62％）、患者成果
の評価が困難であることが課題として挙げられた。また、この
取り組みによる病棟看護師への波及効果として、病棟看護師
が患者の活動性向上や気分転換活動のためのケアが増えたこ
と、認知症患者のストレングスをとらえようとすることが強
化されたこと、患者の新たな側面や生活背景に気づき患者理
解が深まったこと、患者とのコミュニケーションが増えたこ
と等が報告された。 
 インタビュー調査では8名の看護師からデータが得られた。
院内デイケアを始動する際に提案したのは、看護管理者と認
知症看護認定看護師であった。分析した結果、プロジェクト始
動時及び運営上の実践知が抽出された。開始時に実施してい
たのは、関係者へのアピール（個人的な提案ではないという形
/需要があることを言語化/実施できそうな方法で提案/病棟
の業務負担軽減のメリットを強調/身体抑制軽減の可能性等）
するとともに実現可能性の判断をし、関係者間で共通認識が
持てる工夫等であった。また院内デイケア担当者が取り組ん
でいた病棟看護職との連携として、「病棟との協力の応答」「意
図的な情報共有」「病棟看護師への院内デイケア周知と推進の



関わり」「病棟全体の認知症ケアの質向上を目指した関わり」（表１）が抽出された。 
 
表１ 院内デイケア担当看護師が実践している病棟看護職との連携 

カテゴリー サブカテゴリー 
病棟との協力の応答 病棟との協力の応答 
意図的な情報共有 患者理解を促進する情報共有 

看護師に共感を示す情報共有 
評価のための情報共有 

病棟看護師への院内
デイケア周知と推進
の関わり 

病棟看護師に院内デイケアとは何かを知ってもらう努力 
病棟看護師の判断に対するフィードバック 
院内デイケア実施に伴って生じる病棟看護師の業務に関わるメリッ
トとデメリットの把握 
病棟看護師に身近なケアであるための取り組みやすさの工夫 

病棟全体の認知症ケ

アの質向上を目指し

た関わり 

若手看護師への教育的支援 
日常の認知症ケアに対する継続的な質向上への志向 
院内デイケアを体験から学ぶ機会としての活用 

 
（２）（１）の調査から得られた知見を基に、院内デイケア導入を検討している病院を対象に介
入研究を実施した。介入として、ゲートキーパーである看護部長に対し、院内デイケア導入・継
続における課題を説明し、自施設に置き換えた際の課題解決とともに、自施設における院内デイ
ケア運営方法を検討してもらった。導入にあたり他施設見学の支援等を調整し導入に向けた準
備を整えた。導入後、月 2 回のペースで 3～5 名の参加者に対し院内デイケアを継続している。
院内デイケア導入前ベースライン調査では 75 名（回収率 56.5％）からデータが得られ、アウト
カム評価と比較し、効果について評価する予定である。 
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